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PVA を用いた谷津田におけるシマドジョウの個体群動態の予測 




○山口 亮 ・松崎真澄・水谷正一 ・後藤 章 




1．はじめに 

谷津地形では、圃場整備などの影響を受けて水田生態系の劣化が危惧されている 。これ

によって、水田周りに生息する生物にとって個体群を縮小させる決定論的要因（生息場の

分断、縮小・消失等）が生じる 。さらに、確率論的要因が加わり、「絶滅の渦」と呼ばれ

るフィードバックサイクルのもとで個体群は絶滅へと向かうと考えられる 。 
 決定論的要因と確率論的要因の影響による種の絶滅リスクを予測する手法として 

（個体群存続可能性分析）が挙げられる。 は感度分析の結果を基にした絶滅危惧種の

保全策の策定補助や保全策同士を比較するツールとして重要視されている 。 

 本研究では、①圃場整備事業の影響を受けると考えられる種のひとつであるシマドジョ

ウの個体群動態を  を用いて推定するとともに、保全策を検討すること、②圃場整備工

法の異なる  つの谷津のシミュレーション結果を比較することによって、水域ネットワー

クの有無が個体群動態にどれほど影響を与えるかを明らかにすることを目的とした。 
2．研究の方法 

研究対象地 栃木県東部に位置し、小貝川上流域に

ある杉山入の谷津と大谷津を研究対象地とした（
）。これらの谷津では圃場整備が実施された（）。
現地調査 初期個体数と環境収容力を推定するため、

杉山入の谷津で  年  月と  年  月、大谷

津で  年  月と  年  月に谷津全域の水路

で標識再捕調査を実施した。移動を推定するために、

杉山入の谷津で標識再捕調査と並行してトラップ

調査を実施した。トラップ調査については 
年  月にも実施した。 の適用 本研究では

フリーソフト『』を使用した。シミュレ

ーション期間は  年、繰り返し数は  回（感

度分析では  回）に設定した。パラメ

ータ推定方法 必要なパラメータ値は現

地調査結果及び文献から推定した（
）。感度分析 各パラメータが絶滅リス

クに与える影響を把握するため、個体群

ごとに感度分析を実施した。対象とする
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構成割合、移動確率と移動時生存率とした。

シナリオシミュレーション 保全シナリオ

は感度分析の結果や研究対象地の問題点を

基にし、絶滅リスクを軽減できるシナリオ

を設定し、結果を基に保全策を検討した。 

3．結果と考察 

パラメータ値 詳細を  、 
に示す。シミュレーション結果 メタ個体

群での  年後の絶滅確率は、杉山入の谷津

で ％、大谷津で ％となった（）。
感度分析 絶滅リスクを減少させる要因は、

環境収容力の中央値の増加、標準偏差の減

少、雄の構成割合の減少、雌死亡率の中央

値の減少となった。考察 研究対象地が抱

える問題として魚道の機能低下や障害物の

存在（杉山入の谷津）、落差工（大谷津）に

よる水域ネットワークの機能低下、非灌漑

期における水路の水涸れが挙げられる。これらの問題点と感度分析の結果に基づき、
 のようなシナリオを設定し、シミュレーションを実施した。その結果、個体群間の移動

を促進させる（水域ネットワーク機能を向上させる）シナリオが、現状のシナリオで高い

絶滅リスクを示す個体群に有効であった。また、環境収容力を変化させるシナリオ（水域

面積を変化させるシナリオ）も絶滅リスクを軽減した。 

4．研究の成果と今後の課題 

全ての局所個体群で絶滅リスクが生じ、メタ個体群でも両方の谷津で絶滅リスクが発生

した。シナリオシミュレーション結果から、郷面からの移入を促進させることと、谷津内

の水域ネットワークを充実させることが重要であると考えられた。そのための保全策とし

て、魚道のメンテナンスや障害物の除去によって移動経路を確保することが挙げられる。

大谷津では、落差工による移動障害を改善するために、魚道のような新たな移動経路を設

ける必要があることが示唆された。また、生息地の規模の増加と変動の抑制によって絶滅

リスクを軽減できると考えられた。そのためには、水路に水を通年流すことによって水深

の低下や水涸れを防ぐことが必要である。 

今後の課題として、研究対象地での継続的なモニタリング調査や新たなパラメータ（カ

タストロフィ、河川からの移入数等）をシミュレーションに考慮することが必要とされる。 
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